
 

区分 活動内容 今後の対応 

業務の概要 

・森を活用した学びの実践プログラムの策定 

・森を活用した学びによる、多世代の交流や生涯学習の推進 

・森で活動する人や団体をつなぐ仕組みづくり 

→市民の方が伊那市の豊かな森や里山の環境、そこに根付く文化を身近に感じ、それぞれ

のかたちで関わっていけるような取り組みの企画・実践をする。また、森という共通のテーマを

通じて、子どもも大人もお年寄りも、立場をこえて学び合い、つながり合う地域づくりを目指

す。 活
動
予
定 

「森を身近に感じる取り組み」 

・10月に月１モイmoiとの2回目の合同

企画イベント「森の恵みで草木染め」 

を実施予定。森の恵みを暮らしに取り入

れる楽しさを感じてもらうきっかけになれば

と、森から胡桃の枝葉や実を採るところか

ら行う。 

→今後も定期的に「森を身近に感じる

取り組み」を開催していく。 

 

・森に関する関係者や団体との協力体

制の構築 

・活動についての情報発信の方法を模索 

これまでの 

活動内容 

「森を身近に感じる取り組み」 

・8月に市民の森にて月１モイmoiとの合同企画イ

ベント「涼やかな夏の森で思い思いに楽しもう」を実

施。夏でもエアコンいらずの森の中でたき火や野遊

び、散策、裁縫など参加者が交流しつつ思い思いに

過ごした。 

・「こどもの森」「老松場たき火の日」などへスタッフとし

て協力 

・下半期に向けた企画の具体化 

 

「その他」 

・伊那市の森をはじめ地域に関する情報収集や活

動に生きるつながりつくり 

  

 

課
題 

・伊那市の森をはじめ地域に関する情報

収集やつながりつくり 

・情報発信の方法 
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